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M 自民見1芦屋市議会議員(現在3期目)
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2023年 1月 の人□は93,825人。

ビジ∃ンによると40年後で

の人□は、64,778人になると

推計さ います。人□減少、財政縮小時

Jl♪豊かに暮らせる
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戸コ燿巨をめざして
」 |

することは重要です。

しかしながら、これらを財源の裏打ちのな

いまま実行すると、やがては借金となり、

将来世代への負担になります。そうならな

いためにも今後の芦屋市にとつて、
「どの

ような政策が必要なのか」、「その政策を実

現するためには、どのような事業が有効な

のか」を考えること、また、「その事業手法

を慎重に検討し、計画的に行政経営を行う

こと」が求められています。新しい世代に

「活力あふれる美しいまち」のバトンを渡せ
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代に突入しつつある今こそ、選ばれる自治

体をめざして独自施策を打ち出すことや、

市民サービスの向上につながる施策を実現

るよう、福井みな子 |よ

持続可能なまちづ く

りに取 り組みます。

難晰靡鰊鼈颯撥鼈炸脩鬱

書颯骰
鰺餃鏃賤絣鰺鶉饒膨

II市民の生命・財産 。暮らしを守るため、将来起こり得る災害の最

専小化に向けて力を尽くします。また犯罪のない安全
なまちをめざ

“
:

繁靡鰺量麟待、奪寺朧詐賤馘は、やVへ瘍趙簸場はねや機ず

警鼈鼈製士として、瞳鐵靱饒災織饉と衝鰈むり

奪 鯰鶴‡こ旗釉饒災鸞簸瘍濾《脩凝明り畿蓼

鷺鰤次世代階鑽う予
ど鶴鮭眩1通ヽ褥鐵‡こ穣ざ脩鍮

11 饒災鞭簡転推進し、『雹鞭守褥』鯰薇靱購災憩晰覆謳聰験寧

隋持続可能な行財政改革の推進
鰈将来世代に負担を先送りしないよう行財政改革を推進

し、市民サー

鰈ビスの向上と業務効率化をめざします。

鰈鮭畿勒鶴使わ颯蒔‡通無駄跛ない時か蝠‡通チ薫ツ響瑯験す

鰈蝙雛朧懲…翼‡通鸞臨した餞共蜆畿瘍鸞meL鸞覆鐘炒鰈畿響
晰蝙ブジデ職饂‡こ試鶴縫は手朧審鰊鶉藁《抵を続が颯、

隋 藩噛徳:雛瘍凸上‡通りな‡ず畿蓼

1鰊 颯 鰤 幾 鰹 嘴 炸 腋 翁 づ く 濶 颯 麒 ざ 鰈 腋 ず

1循環型社会に向けて、自然環境の保全、環境問題に取り組み快適

1に暮らせるまちづくりをめざします。

1祓鰺褥‡通やさ颯し`ほ 鑢枡轍熙賤寧鶴ため
瘍

‖ 難又は魏覆《警い畿鱗
:榜Ⅲ八軋熙鐵ス排麟憑吻財籟自‡獲驚祓晴纏炉贈推進し

議す
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日々の暮らしで感じる問題の解決に適進します。

「生きる力」を育む教育強化
子どもは社会の宝であり、子どもの教育こそが未来

への投資です。

次世代を担う子どもたちが、豊かな人間性や思いやりの心
を身に

つけて、健やかに成長できるよう教育環境の充実を推進します。

≫不憑畿又饉 鍛難儘颯攣鬱畷境を整え、

数爾のね畿竃跛憚し畿ず

鰈一人ひと電が大切‡避さ籟繹簿警蜃賣攘畿爾鰊

甕hな鱚騒畿ず
靱鰺鶏ゝ慧撃%をL階さ管、口颯%を茫轟膊轍竃量

饉之臨畿ず

人 に や さ し く 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち
づ く り

全ての世代が夢や生きがしヽを持ち、健康かつ心不□む質の高
い生活

の中で幸せを実感できる社会をめざします。

価[こ ど鶴謳礫機は饉濾し、

「こど鶴畿んな妙』社:炎心鰈ざり畿雷

諄『跛機なり財鶴 蟻趙宣』攣『ひ畿こ鶴晴惑薔通
i麟骰簿を‡通

卜診麟魏、ぬ機覆繕紗麟鱗

麒漑鰺雉鑢蜀饉4攀寵繭ほと骰鮭

分は 饉爆燿飩辣悴鋼聰惹鍮簸雉甕熙を雹ざり畿ず

錮入壼理0◎難鼈綺彎罹熾た、R躙警蜀鰻なや

1 鱚歌を;麟か鬱藉鰈を財臨移はず
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持続可能な社会に向けてヽ
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議員在職が期 IZ年間の主な取り組み
本会議で一般質問を行い、先進的政策を採載兄 l

(抜 粋)
・市立芦屋病院での病児保育事業の

・犯罪被害者支援に関する条例
|

・妊婦歯科健康診査事業の実施

・英語教育の充実に向けた提案 カイプの活用な

・奥池地区の通学バス定期代半額助成制度の創設

(決算特別委員会で質問)

・特殊詐欺対策のための自動通話録音機の貸出し 喫昴|
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本会議で行う一般質問とは、議員が市民要望を交えながら、40分の質問時間内に市長や教育長に対して将来の方針、政策的提

言や課題などを質すことです。任期中、以下のテーマを取り上げて質問を行いました。

令和元年 6月議会
。人材育成について
。高齢者対策について

令和元年 9日議会

・児童虐待防止対策について
。高齢者バス運賃助成について
。住宅耐震化促進事業について

令和元年 12月議会
。これからの水道事業について
。マイナンバーカードについて

令和 2年 6月議会
・自然災害と感染症の複合災害の備え
について
。D∨被害者を守る体制について

令和 2年 9月議会
・内部統制の強化に向けて
。犯罪から市民生活を守るために

令和 2年 12月議会
・ごみ減量化に向けた取り組みについて
。認矢日症対策について

令和 3年 6日議会

・ヤングケアラーの支援について

令和 3年 9月議会
。まちの活性化に向けた道路空間の活

用について
。中高年層のひきこもり対策について

令和 3年 12月議会
。健康長寿の実現に向けて
。南宮町西バス停に上屋やベンチの設

置を求める

令和 4年 6月議会
・不登校児童 。生徒の支援について
。18歳成年の改正民法への取 り組みに
ついて

令和 4年 9月議会
・地域公共交通の課題について
。精道小の放課後児童クラブについて
。市内公衆電話の利活用について

令和 4年 12月議会
・空き家対策について
。「おくやみ窓□」の設置について
。新生児聴覚検査費用の助成について

全国市議会議長会より功労者表彰を受けました
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●

未来を考え機会」
●昭不□3ア年生まれ

●茨城キリスト教短期大学英語科卒業
●産業能率大学通信教育課程 情報マネジメント学部卒業
●東京海上火災保険株式会社 (現 。東京海上日動火災保険株式会社)本店入社
自動車営業部にて保険代理店の指導
●日本航空株式会社 羽田空港支店 地上職員として入社
●コンチネンタル航空 (現・ユナイテッド航空)客室乗務員として入社
●株式会社JALエクスプレス (現 。日本航空株式会社)客室乗務員の指導
●ホスピタリティツーリズム専門学校 非常勤講師を経て
平成23年 芦屋市議会議員 初当選
平成27年  2期目当選
平成31年  3期目当選

後援会事務所
:〒:659-0022

兵庫県芦屋市打出町 1-13
(打出商店街 南入□東角)

TEL&FAX10797-34-0240
httpS://WWW■ fukui口 『 ninakO日 COrn

E口mail:fukui.rrlinakO@gnnaiLcorn

阪神電鉄
打 出

宮川小学校前
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芦轟薦議会饉聰|すほ

近年の役職

平成29年度議会運営委員長       令和 2年度総務常任委員長
平成30年度第80代声屋市議会副議長   令和 3年度総務常任委員長
令和元年度監査委員

芦屋の未来に向けた過去 4年間の一般質問
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